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(報告者:菊地)

平成２２年度 広域支援センター代表者会議



22年度の活動

1.広域支援センター相談・支援

2.講師派遣

3.研修会開催(明日開催)

4.調査・研究

5.広域支援センターの活動把握

6.その他



1.広域支援センター相談・支援

• 相談件数19件
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相談内容

講師派遣依頼

補助終了後の組織形態

道センターHP情報修正

推進会議立ち上げ支援

講師バンク運用について

全国研究大会問合せ

他圏域の情報提供

講師紹介依頼

COCAネット運用

事業運営の相談

推進会議HP維持について



1.広域支援センター相談・支援(その他)

• 未指定圏域(留萌圏域)への事業説明

• 補助金終了圏域への会議参加費支出

• 後志でのCo-Caネットの運用準備

CoCaネット説明会の実施(12/13)
参加施設:
○医療機関 ６か所
○介護・福祉施設、在宅サービス機関 ３か所

2.講師派遣
十 勝:テーマ「地域連携」

中空知:テーマ「在宅復帰の課題」(3月予定)



3.研修会準備・開催
○準備

上川中部・東胆振・北空知・中空知の各推進会議と
検討会議を２回実施

○研修会
平成23年2月20日
特別講演
講師： 竹田 匡 氏（釧路町地域包括支援ｾﾝﾀｰ社会福祉、

『ＣＣＬ（くくる）』世話人）
演題：「 ＣＣＬ（本音で地域連携のあり方を検討する会）の

活動報告を通して見えてきたもの」

ワーキンググループ活動報告
講師: 菊地 啓介(在宅ケア事業団)

山内 克泰（岩見沢保健所健康推進課理療専門員）
演題：『まちづくり的地域リハビリテーション活動のすすめ』



• 「リハビリテーション・ケア合同研究大会山形2010」での報告

• 北海道版地域リハ活動マニュアルの作成

関氏(道東脳外)・山内氏(岩見沢保健所)の協力のもと、ワーキングG
立ちあげ、として平成２１年度から５回の会議を実施

4.調査・研究

北海道リハ支援センターの活動状況 －第7報－

「北海道地域リハビリテーション広域
支援センター抱える課題」

まちづくり的地域リハ活動
のすすめ

北海道版地域リハ活動マニュアル



5.広域支援センターの活動把握

• 道内広域支援センター活動状況の把握

→平成22年度活動状況調査の実施

6.その他
• 『全国地域リハビリテーション支援事業協議会

研修会・全国地域リハビリテーション研究会研
究大会in札幌』の共催

• 全国地域リハビリテーション支援事業協議会
理事会出席

• 全国地域リハビリテーション支援事業センター
長会議出席



広域支援センター活動状況
(平成22年度活動状況調査から)
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道内 地域リハ広域支援センター

設置状況(h23.1月現在)

圏域 補助金終了

圏域 補助金継続

圏域 未設置

年度
(平成)

センター
指定数

14年度 4

15年度 4

16年度 5

17年度 3

18年度 2

19年度 0

20年度 0

21年度 1

22年度 2(予定)



２１年度 ２０年度

補助継続圏域 補助終了圏域 終了圏域 N=８

平均 最大値 最小値 平均 最大値 最小値 平均

収
入

補助金 ¥805,251 ¥825,000 ¥750,507 ¥0 ¥0 ¥0 ¥0 

会費 ¥0 ¥0 ¥0 ¥132,500 ¥395,000 ¥0 ¥201,875 

研修会 ¥0 ¥0 ¥0 ¥1,777 ¥21,321 ¥0 ¥19,486 

その他 ¥67 ¥230,000 ¥0 ¥75,847 ¥211,103 ¥0 ¥60,257 

合計 ¥805,318 ¥825,205 ¥750,507 ¥210,123 ¥542,415 ¥0 ¥281,682 

支
出

研修会 ¥408,366 ¥674,660 ¥60,000 ¥17,150 ¥70,735 ¥0 ¥48,233 

講師派遣 ¥65,752 ¥153,555 ¥0 ¥833 ¥10,000 ¥0 ¥6,031 

総会・理事
会

¥50,711 ¥148,980 ¥0 ¥10,847 ¥45,000 ¥0 ¥7,667 

その他 ¥280,485 ¥721,000 ¥90,295 ¥130,884 ¥465,520 ¥0 ¥152,864 

合計 ¥805,314 ¥825,205 ¥750,507 ¥159,692 ¥542,415 ¥0 ¥212,125 

N=13N=6

平成21年度実績 決算比較



各種事業実施回数

２１年度 ２０年度

補助継続圏域 補助終了圏域
補助終

了

平均 最大値 最小値 平均 最大値 最小値 平均

研修会 1.8 5.0 1.0 3.1 8.0 0.0 2.8 

地域懇談会 1.6 7.0 0.0 1.0 4.0 0.0 1.0 

各種委員会 10.5 35.0 1.0 9.5 21.0 0.0 11.4 



講師バンク事業2(派遣状況)
２１年度 ２０年度

補助継続圏域 補助終了圏域 補助終了

平均 最大値 最小値 平均 最大値 最小値 平均

医師 0.25 1 0 0 0 0 0

歯科医師 0.60 3 0 0.09 1 0 0

PT 0.40 1 0 0.67 3 0 0.75 

OT 0.80 2 0 0.17 2 0 0.25 

ST 0.50 1 0 0.18 1 0 0.38 

看護師 0.25 1 0 0.09 1 0 0

薬剤師 0 0 0 0.09 1 0 0

歯科衛生士 0 0 0 0 0 0 0.13 

栄養士 0.20 1 0 0 0 0 0

その他 0.50 2 0 0 0 0 0



補助金終了 補助金継続

謝金 ¥2,500 (N=  7) ¥88,000 (N=10)

旅費 ¥3,822 (N=  8) ¥38,190 (N=  9)

会場費 ¥1,735 (N=  9) ¥50,334 (N=  7)

研修会経費の比較



平成21年度　研修テーマ分類 (N=47)
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22年度の活動方針概要

北網

研修会等への支援
講師バンクの設置と運営
実態把握・課題分析
他圏域への支援活動と協働

補助終了

上川中
部

リハビリテーション手帳モデル事業の実施と結果の取りまとめ
研修会・地域懇談会の開催（２町）

補助終了

十勝
帯広市外で地域懇談会を開催
前年度実態調査の課題分析

補助終了

東胆振
地域で必要とされる活動
未加入医療機関への働きかけ

補助終了

釧路

保健・医療・福祉・介護関係者等のネットワークの構築
実態把握と課題分析
研修
相談窓口の設置

補助終了

宗谷
広域支援センターの啓蒙活動
広域支援センターの今後の活動方針を決定する

補助終了

南空知
これまでの目的の達成度、事業効果等の評価を行う
当推進会議の役割や活動の方向性、可能性を明らかにする
組織のあり方等について専門部会で検討する

補助終了



上川北
部

地域リハビリの知識・技術を高めること
地域連携を深めること

補助終了

富良野
他職種による事例検討会
富良野地域の問題点に対し、地域連携窓口作成部会・医療連
携調査部会・社会資源調査部会の活動継続

補助終了

北渡島
檜山

「健康づくりのための体操」普及の勉強会
活動の検証と今後の地域リハビリテーションのあり方を考察

補助終了

日高
リハビリテーションに関する研修
リハビリテーション講師バンクの設置・講師の派遣
リハビリテーションに関する住民相談機関に対する支援

補助終了

北空知
研修会を実施し関係者のネットワークづくり
会の継続に必要な資金調達の方法・会の存続など検討

補助終了

中空知
タウンミーティング
必要に応じて研修会を開催

22年度まで

根室
講演会及び研修会を実施
講師バンク事業

22年度まで

石狩
戦略的にまちづくりを推進し、多くの住民、関係機関等に本活
動の理解と参加を求めていく
組織の目的・ありかたを検討し、事業が展開できることを目指す

22年度まで

遠紋 事業内容を関係機関・関係者に理解してもらう。 25年度まで



地域の医療・介護・福祉施設情報
共有のためのネットワークシステム

Co-Caネット
(Community Care Network)

http://202.212.67.225/ssi-

def/S-001/z_system/

仮運用中 アドレス



目 的

・システムの活用で、病院・施設・事業者間の
情報交換が活性化され、地域連携が強化さ
れる。

・圏域を超えた広域な情報交換を可能にする



後志地域での



CoCaネット 修正予定事項1

「医療機関」
「入所施設」
「通所施設」
「在宅サービス機関」
に修正予定

現在
「医療機関」
「施設・在宅サービス機関」
の２カテゴリー



CoCaネット 修正予定事項2
「対象条件」の項目は、

それぞれ独立した項目と
し可・不可を入力

• 「人口呼吸器」

• 「人口透析」

• 「中心静脈栄養」

• 「気管切開」

• 「喀痰吸引」

• 「人工肛門」

• 「胃ろう・経管栄養」

• ｢インスリン注射」

• 「嚥下障害」

• 「MRSA」

• 「認知症」

• 「特定疾患」

一覧表示できる
ように修正+

待機期間

空床数









全国の動向

都道府県リハビリテーション支援セ
ンター長会議(H22.10.21)から



13都道府県のリハ支援センター担当者が参加

・青森県：指針作りに着手する中で、地域包括支援センターとのかかわりをどうしていくか議論されて
いる。また、「地域包括ケア」の議論の中で「地域リハ」の言葉が出てこないことを懸念してい
る。

・岩手県：取り組みに地域格差が大きい。今年、逢坂氏の講演をきっかけに、全県的な取り組みにな
ってきている。

・宮城県：広域支援センターは、保険福祉センターを指定しているが、医療の部分が弱いと感じてい
る。また、リハ資源が地域によって偏っている。ケアマネのリハに対する知識・認識が乏しく
、連携指針の見直しに取り組んでいる。

・茨城県：広域支援センターが1カ所減っている。高次脳機能障害の事業については、県での連携が
とれていない。

・千葉県：県の予算は継続されている。地域包括との連携・ネットワーク作りを進めているが、地域が
広く偏っている。

・東京都：東京都には、12の支援センターがあり、それぞれ独立して事業を実施しており横の連携が
なかった。しかし、医療資源は区によってばらつきがあるために、区を超えた利用がされる
ためうまく機能してこなかった。2005年から共通した話題などの研修会を行っている。

・神奈川県：県の支援センターはあるが、広域支援センターがない。モデル地区でのモデル事業を行
っている。高次脳機能障害については、県の単独事業として巡回相談・コーディネーターに
よる専門相談などを行っている。



・富山県：4圏域に6支援センターがあるが、最近研修会などがマンネリ化しており、地域リハの考え方
をどう普及していくべきかが課題である。研修事業においては、最近事例検討に取り組んで
いる。事業内容の変化に伴い、主管課以外の関係課との連携など課題である。

・福井県：マニュアルづくりに取り組んでいる。県や市町村の高齢者施策は、縦割りのなかばらばらに
行われているが、広域支援センター・県支援センターのネットほワークを有効に利用すべき
である。

・滋賀県：今年度から19市町村で在宅リハステーションを指定している。連携指針の見直しに取り組ん
でいる。

・京都府：2005年から府立医大を県リハ支援センターに指定し、6圏域の広域支援センターと役割分
担をしている。高次脳機能障害者支援事業を合わせて行っており相談支援が多い。

・広島県：7圏域9か所の広域支援センターがあるが、予算もなく県支援センターも機能していない。ま
た、地域リハコーディネーターも動いていない。県の主管がどこなのかもわからない状況にな
っている。県では改めて、地域リハ支援事業について活性化を図る予定である。

・長崎県：社会資源は乏しいが、9圏域に広域支援センターを指定しており、最近は歯科医の協力体制
が進んでいる。介護予防に関するマニュアル作成や、介護予防の研修、リーダー養成や地
域療育にも取り組んでいる。

・大分県：6圏域に11広域支援センターがあるが、県の予算は毎年５％づつカットされてきている。複数
の役割を担っており、それぞれ大変だが、情報収集の場ととらえている。訪問リハ、通所リハ
などの６者会議にも参加している。

・鳥取県:広域支援センターへは200万ほどの補助が継続されている。







リハビリテーション・ケア
合同研究大会2012札幌

会期: 平成24年10月11（木）～13（土）

テーマ:新しい医療介護福祉の連携をめざして
―拡げよう繋げようリハケアの輪―


